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課題名 

 
集落営農法人への土地利用型野菜の定着（じゃがいも） 

 
１ 調査研究チームの構成 
  西見 勝臣、藤村 誠 
 

 
２ 課題の目的 
  管内の宇部市では学校給食への地元農産物の利用促進のため、市場関係者を含む関係
機関により「学校給食応援団」を組織し、生産者と実需者の調整による供給量の拡大に
積極的に取り組んでいる。 
この取り組みの中でじゃがいもは、集落営農法人である２法人が生産を担当している

が、利用期間の延長と供給量の拡大を図るため既存の冷蔵施設を活用した低温貯蔵に取
り組む計画がある。その貯蔵性・品質について検討を行い、法人のじゃがいも栽培の定
着と経営の安定化に資する。 

 

 
３ 調査研究期間 
  平成24年８月２日～10月26日 
 

 
４ 調査研究の対象地域・場所 
  宇部市木田 
 

 
５ 調査研究方法の概要 

（１）実施時期 

入庫日：平成24年８月２日 保管期間：８月２日～10月 26日 

（２）保管場所 

 ＪＡ山口宇部吉部支店 プレハブ冷蔵庫（10坪） 

（３）供試材料 

Ｈ24年産春作「ニシユタカ」 ７月上旬収穫 

試験開始まで旧米倉庫施設で平置き貯蔵 

（４）試験区 

  ア 冷蔵ポリ袋なし区 

２Ｌ階級（180～260ｇ、平均197ｇ）10kg（52個） 

泥落とし・選果機処理後、汎用コンテナ内にそのまま充填 

イ 冷蔵ポリ袋入り区 

２Ｌ階級（平均204ｇ）10kg（51個） 

泥おとし・選果機処理後、汎用コンテ内に40ℓポリ袋を敷き、イモを入れた後、

口をビニールひもで結束 

 



（５）冷蔵条件 

庫内平均気温1.6℃（設定温度２℃） 湿度 68％ 

（６）調査方法・項目 

   1コンテナ内10個１反復、重量及び外観品質を調査 

   外観品質はコンテナ内のすべてについて達観調査 

 

６ 結果の概要、成果 

・ 冷蔵ポリ袋なし区は、ポリ袋入り区に比べ重量の減少率が大きく、乾燥が進んだ

（表１）。ポリ袋入り区では乾燥はほとんど進まなかった。両区とも調査終了時ま

で 出芽及び腐敗はなかった。 

・ 調査終了時の10月 26日では、ポリ袋なし区はポリ袋入り区に比べ表面にわずかに

しなびを感じたものの、出荷には問題のない品質であった。 

・ 以上のことから今回の冷蔵条件において、90日程度の比較的短期間の入庫であれ

ば、汎用コンテナにそのまま詰めた状態での貯蔵が可能であり、ポリ袋に入れる等、

乾燥防止の処理を行えばより長期の入庫が可能であると思われる。 

 
 

 
７ 今後の問題点 
  本調査結果を踏まえ、学校給食への供給を実際に行っていく。春作では８月からの入
庫で９～11月に６ｔ程度、秋作では２月上旬入庫で４～６月に同じく６ｔ程度の供給が
想定され、今回の試験よりも貯蔵期間が１～２か月長く、冷蔵庫も大型のものとなるこ
とから品質等について確認していく必要がある。 

 

 
８ 普及活動上の留意点 
  冷蔵貯蔵の本格運用に向け、調整機関となる学校給食応援団で運用計画の協議を行い
ながら進める。 
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